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   Pathogenic scotochromogens (Group II), M. scrofulaceum and M. xenopei, and pathogenic 

nonphotochromogens (Group III), M. avium and M. intracellulare, were resistant to ethambutol, 

whereas nonpathogenic scotochromogens, tap water scotochromogens and M.  fiavescens and 

nonpathogenic nonphotochromogens, M. nonchromogenicum, M. terrae, M. triviale, M. novum 

and M. gastri, were susceptible to ethambutol. 

   The susceptibility to ethambutol was determined by a simple method such as inoculating 

one loopful of the test organism to the Ogawa's egg medium** containing  5  eug/m/ ethambutol 

and comparing the growth on the ethambutol medium with growth on the control medium 

(Ogawa's egg medium containing no  agent). By comparison with the growth on the control 
medium, no growth or, if any, scant growth (much less than the growth on the control medium) 

on the ethambutol medium was read as "negative growth" after incubation at  37`C for 2 weeks.

非 定 型 抗 酸菌 のethambutol(EB)感 受 性 に っ い て は,

Karlson1》,B6nicke2),Meissner3)な どの 報 告 が あ るが,

EB感 受 性(EB耐 性)の 検 査 が非 定 型 抗 酸 菌 の 区 別 に

役立 っ とい う報 告 は な か つ た。 これ は,当 時 検 査 の対 象

とな つ た非 定 型 抗 酸 菌 が病 源性 の あ る も の に限 られ て い

た ため と思 わ れ る。 そ の後,水 野 な ど4)は 非 病 源 性 抗 酸

菌 を含 め て 検討 を行 な い,GroupIIIに 属 す るM・avium

(病 源 性 菌)とM・nonchromogenicum(=M・terrae・

非 病 源性 菌)のEB感 受 性 が 異 な り,前 者 はEB耐 性,

後 者 はEB感 性 で あ る こ と に よ り両 者 を 区 別 で き る と

報 告 した。

そ の後,非 定 型 抗 酸 菌 の分 類 は進 歩 し,種 々の 菌 種 が

知 られ るに い た つ た が,最 も頻繁 に分 離 され,最 も重 要

な もの はGroupIIIに 属 す る抗 酸 菌 で あ り,つ い で

GroupIIに 属 す る抗 酸 菌 で あ る と思 わ れ る。

わ れ わ れ はGroupIIIお よ びGroupIIの 抗 酸 菌 の

EB感 受性 を 検 した結 果,こ れ らの 菌 のEB耐 性 度 と病

源 性 との 間 に きわ め て 密 接 な 関 係 が あ る こ と を 見 出 し

た 。 す な わ ちGroupIIIの 病 源 性 菌 で あ るMeavium,

M・intracellulareはEB耐 性,非 病源 性 菌 で あ るM・

nonchromogenicum,M.terrae,M.triviale,M.gastri,

M.novumはEB感 性 で あつ た。 またGroupIIの 病 源

* From the National Sanatorium, Chubu Chest Hospital, Obu , Aichi-Prefecture, 474 Japan. 
** Composition of the Ogawa egg  medium  : Glycerol , 6  m/  ; 2% malachite green solution, 6  m/  ; Whole 

  eggs, 200  ml  , Basic solution  (1% sodium glutamate and  1%  KH2PO4), 100  ml (made as slopes by 
  sterilization at  90°C for 60  minutes).
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Table1.DifferentiationbetweenPathogenicand

NonpathogenicMycobacteriaofGroupIIand

GroupIIIbySusceptibilitytoEthambutol
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性 菌 で あ るM.scrOfuZaceum,M,xenoPei(M.xenOPei

をGroupIIIに 入 れ て い る 研 究 者 もあ る)はEB耐 性 ・

非病 源 性 菌 のTapwaterscotochromogen8お よびMe

flavescensはEB感 性 で あ つ た 。 注:こ れ らの 菌 につ い

て は文 献5参 照 。
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Table2.

使 用 した 菌 種 と菌 株数 は 表1に 示 した。 これ らの 菌 株

の 大 部 分 は,AmericanTypeCultureCollection

(ATCC)か ら直 接 受 領 した もの であ り,M・intraceZZulare

(Battey)の 一 部 とM.scrOf"lace"mの 一 部は わ が 国 で

分 離 され た もの で あ る。M・terraeお よびM・gastriet

Dr.L.G,Wayneか ら,Metriviale&tDr・G・P・Kubica

か らlt'1接受 領 した 。Tapwaterscotochromogensの 中

の5株 はATCCか ら 受 領 し,残 りの49株 は,わ れ わ

れ が喀 疾 か らsporadicisolatesと して 分 離 した もの で

あ る。 菌 株 の 大 部 分 は 前 に 記 載 した6)。

EB耐 性 は1%小 川 培 地 で 検 査 した 。 す な わ ち 中 試

験 管 に8ml分 注 して 斜 面 に か た め た1%小 川 培 地 を

対 照 と し,EB5μglmlを 含 む1%小 川 培 地 を 検 査培 地

と した 。 この 対 照 培地 とEB培 地 に 被 検 株 を1白 金 耳 塗

抹 接 種 し,37。C2週 後 に発 育 を観 察 した。 まれ に 遅 発

性 で2週 後 に 発 育 の悪 い株 が あつ たが,こ れ ら の 菌 株 で

RelationshipbetweenSusceptibilitytoEthambutolandPathogenicity

toHumaninGroupIIScotochromogens
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Table3.RelationshipbetweenSusceptibility

toEthambutolandPathogenicityin

GroupIIScotochromogens
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は3週 後に観察 した。通常,対 照培地 には膜状発育がみ

られ るので,EB培 地 に も膜状全面発育を示す ものを,

発育陽性すなわ ちEB5μ9/rnl耐 性 と判定 した。EB培

地にほ とん ど発育 しないか,発 育 しても明らか に僅少の

発育を示すにす ぎない ものは,発 育陰性す なわ ちEB5

Pt9/ml感 性 とした。

たとえば対照培地に全面発育がみ られ る場合,EB培

地に発育面積が113で 発育量 も僅少で薄膜 にす ぎない場

合は,EB感 性 とした。EB培 地 全体にわ たつて痕跡的

発育を示す場合 もEB感 性 とした。

EB耐 性 検査は実用的な もの とするため に,あ えて定

量的接種を行 なわず,1白 金耳接種法を用いたが,判 定に

迷 う場合はまれ であつた。接種にさい しては,被 検株に

白金耳を軽 くふれて,対 照培地お よびEB培 地 に丹念に

塗抹接種 した。接種後に肉眼で接種菌が培地面にみえ る

ようなheavyinoculationは 行 なわない よ うに 留 意 し

た。接種を終 えた培地はただちに ゴム栓 を施 して試験管

立てに立てて培養 した。

実 験 成 績

1.GroupIIscotochromogensとGroupIIInon-

photochromogensのEB感 受性

結 果 は表1に 示 す ご と くで,M.avium,M.intracel・

lulare,M.xenopei,M.scrofulaceumな ど,patllogenic

mycobacteriaと して 知 られ る も の は 大 部分 がEB耐 性

であ つ た。 一 方,M.nonchromogenicum,M.terrae,

M.triviale,M.nov"m,M.gastri,taPwaterscoto・

chromogens,M.fiavescensな ど,非 病 源 性 抗 酸 菌 と し

て知 られ る もの は,ほ とん ど全 部 がEB感 性 で あ つ た。

す なわ ちGroupIIとGroupIIIの 病 源 性 菌 と 非 病 源

性 菌 とが,EB耐 性 の有 無 で 明確 に区 別 で きた。

非病 源 性 菌 は ほ とん ど全 部EB耐 性 が な い。 一 方,病

源 性菌 に は若 干 の例 外が あ る。 した が っ てEB耐 性 を示

す もの は まず 「病 源 性 菌 」 と考 え て 間 違 い な い。

2.EB感 受 性 に よ る病 源 性 お よ び 非病 源性scoto・

chromogensの 区 別

私 は 昭 和43年 か ら 始 ま つ たGroupII研 究 のInter-

nationalWorkingGroupforMycobacterialTaxonomy

の一 員 と して 加わ つ た の で,ATCCか ら 約50株 のscoto・
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Tab1e4.RelationshipbetweenSusceptibility

toEthambutolandTweenHydroly8i8
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chromogensを 番号 だけ を付 した状態 で受け とつ た。 こ

れらの菌株 にっ いてEB耐 性を検 した。 のちに世話役の

Dr.Wayneか ら受け とつた菌株の由来 表 で,病 源性菌

として人体に意義があつたか ど うか明らかに記載 してあ

つた40株 を表2に 示 した。

これ らの菌株 におけ るEB耐 性 の 有 無 と臨床的意義

(病源性)の 関係を まとめ る と表3の ご とくな る。すな

わ ちEB耐 性は病源性 と,EB感 性 は非病源性 と密接に

相関 している。

考 察

GroupIIお よびGroupIIIの 抗 酸 菌 で得 たEB耐 性 の

検 査結 果 を"hypotheticalmedianorganism"(HMedO)

で 示す と表4の ご と くに な る。HMedOは 菌 種 の 性 状 を

記 載 す る の に合 理 的 な 方 法 と し てListon,Wiebe&

Colwel17)に よつ て発 表 され た 方 法 で あ る。 一 方,Group

IIお よびGroupIII内 の 区 分 に 有 用 な 方 法 と して 発 表

され たWayne,Doubek&Russel8)のTween水 解 の

結 果 を,Wayne9,お よびWayne,Doubek&Diazlo)の

成 績 か らHMedOに ま とめ て 記 載す る と表4の ご と く

に な る。 表4の 結 果 は,EB耐 性 とTween水 解 とが 密

接 な関 係 が あ る こ とを 示 して い る。 す なわ ちEB耐 性 は

Tween水 解(一)と,EB感 性 はTween水 解(+)と

よ く一 致 して い る。

私 が全 国12の 国 立 療 養 所 と 共 同 研究 した 結 果 に よ

れ ば11》,わ が 国 で人 体 か ら分 離 さ れ るGroupIIIの 病

源 性 菌 はM・intracelZulareに 限 ら れ,非 病 源 性 菌 は

M.nonchromogenicum(M・terrae)に 限 ら れ る。M.

terraeはM.nonchromOgenicumの 同義 語 と 考 えて よ

さそ うで あ る12)。M.trivialeはM.novumのR型 集 落

変 異 株 と考 え られ る12)。M.novumが1レf.nonchromo一
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genicumと 同 ・…一・■菌 種 の8ubspeciesか,ま た は 別 の

speciesか は 現 在 結 論 で きな い が,き わ め て近 縁 の も の

であ る こ とは 確 実 で あ る12)。M.gastriは ま だ 日本 では

分 離 され て い な い 。 以 上 の 状 況 を 考 案 す れ ば,GroupIII

nonPhotochromogensで,EB耐 性 の 菌 は ル「・intra・

cellulare,EB感 性 の 菌 はM,nonchromogenieum(M・

terrae)と 考 え て よ さそ うで あ る。 た だ しM,xenoPei

の一 部はnonphotochromogenicで あ るの で,M・intra・

cellulareと 区 別 す る必 要 が あ る。 この区 別 は,M.intra・

cellulareが,glutamateをN源 と してglucoseお よび

succinateま た は そ の いず れ か を発 育 に利 用 す るの に 対

して,M.xenoPeiは 両 方 と も利 用 しな い こ と に よつ て

区 別 で き る18)。

日本 で 分離 され るGroupIIscotochromogensの ほ と

ん ど全 部 は,M.scrofulace"mかtapwaterscotochro・

mogensで あ る11)。 この 両 者 は,前 者 がEB耐 性,後 者

がEB感 性 で あ る こ とに よつ て 区 別 で き る。

結 論

GroupIIIお よびGroupIIの 病 源 性 抗 酸 菌 で あ る

M.avium,M.intracellulare,M.scrofulaceum,M.

xenopeiはethambhtol(EB)耐 性 であ る。 一 方,Group

IIIお よびGroupIIの 非 病 源 性 抗 酸 菌 で あ るM.non-

chromOgenicum,M.terrae,M.triviale,M.novum,

M.8astri,tapwaterscotochromogensはEB感 性 で

あ る。
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す なわちEB耐 性 の 有 無 に よ つ て,GroupIIIと

GroupIIの 病源性菌 と非病源性抗酸菌 とを区別 できる。
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